
再評価結果（平成１６年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課
担当課長名：中島 威夫

事業名 事業 事業

一般国道１６８号 熊野川・本宮道路 区分 一般国道 主体 和歌山県
くまのがわ ほんぐう

起終点 自：和歌山県東牟婁郡熊野川町東敷屋 延長
ひがしむろ くまのがわちょうひがししきや

至：和歌山県東牟婁郡本宮町大津荷 ２．６km
ひがしむろ ほ ん ぐ う お お つ が

事業概要
、 、 。国道１６８号は 和歌山県新宮市を起点として大阪府枚方市に至る 延長約１７６㎞の幹線道路である

しんぐう ひらかた

そのうち、五條市から新宮市までの延長約１３０㎞間は、高規格幹線道路と一体となった道路ネットワー
ごじょう

クを構築し、地域構造の強化に寄与するため、平成６年１２月に地域高規格道路「五條新宮道路」として
計画路線の指定を受けている。熊野川・本宮道路は、その一部区間として形成するとともに、線形不良、
幅員狭小及び異常気象時通行規制区間の解消を目的としたバイパスの整備を行う。
Ｓ６３年度事業化 Ｈ－年度都市計画決定 Ｓ６３年度用地着手 Ｈ 元年度工事着手

（Ｈ －年度変更）
全体事業費 約 ８４億円 事業進捗率 ６７％ 供用済延長 km
計画交通量 ５，５００ 台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 23 / 98 億円 196 / 196 億円 平成 15 年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：186/186 億円2.0 事 業 費：21 / 95
億円 走行費用減少便益： 9/ 9 億円(残事業) 維持管理費： 3 / 3

交通事故減少便益： 1/ 1 億円8.5
事業の効果等
・国土・地域ネットワークの構築（地域高規格道路の位置づけあり）
・災害への備え（緊急輸送道路ネットワーク計画に位置づけあり(第１次 ） など５項目に該当）
関係する地方公共団体等の意見
国道１６８号（五條・新宮間）整備促進協議会より、地域高規格道路五條新宮道路の整備促進の要望を
受けている （平成１５年１１月）。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
昭和６３年度に延長４．３㎞事業化され、平成１３年度には供用区間を除いた延長２．６㎞間が地域高
規格道路として整備区間の指定を受け、用地買収および本工事を促進している。
事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１４年度に熊野川１号トンネルが完了し、平成１５年度より熊野川２号トンネルに着手している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
平成１５年度に用地買収を完了しており、早期供用を目指し本工事を促進する。
施設の構造や工法の変更等
施設の構造や工法の変更は特にないが、建設残土の工事間流用や再生材利用等によりコスト縮減に努め
ている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
事業は順調に進捗しており、広域ネットワークとして地域高規格道路の位置付けがなされていることか
ら、必要性及び効果が高いと判断しているため。
事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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